
令和5年度　サマーボランティアスクール

小さな凹凸が 大きな役割を果たす？

～触って・書いて、もっと点字を知ろう！～
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　今年も夏休みの期間を利用して、町内在住の小中高生を対象に「サマーボランティアスクール」を
開催しました。 （※詳細は２、3ページに記載）
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　今年のサマーボランティアスクールには、町内の小中高生15名が
参加し、山口県立大学の点字サークル「ぷちぽあん」より須山支央里さん、百武桃香さん
を講師としてお招きし、視覚障がいについて学んでいただいた後、点字に触れたり、実際に絵本を点訳（文
字を点字に直す作業）したりして、視覚障がいや点字についての理解を深めました。
　午前中は講義を通して、視覚障がいとは全く見えないという訳ではなく「見え方」の障がいであるこ
とを学び、視覚障がいの種類や生活の中にどんな困りごとがあるのか、また点字や国際シンボルマーク
など視覚障がいに関連する物を紹介しました。そして、調味料などの食料品についている点字を実際に
見たり、触ったりして、何と書いてあるのかを点字一覧表と見比べながら解読しました。それぞれ、そ
のままの意味が書かれていることに気がついたり、この情報を付け加えた方がいいのではないかといっ
た意見が出たりしました。点字を解読した後、簡単な単語や文章を実際に点字で書いてみました。点字
で文章を書く際のルールがややこしく、子どもたちは最初慣れないながらも点字を書いていましたが、
段々とオリジナルの文章を書くなど上達していく様子がうかがえました。また、最後に点訳とは何かといっ
たことや、山口県立大学サークル「ぷちぽあん」ではどういった活動を行っているのかなどを紹介して
いただきました。「ぷちぽあん」では、絵本や小学校の国語の教科書などを点訳されている他、山口県
立大学栄養学科が作成した「災害時の食事お助けBOOK」も点訳されており、点訳をすることで大切な
情報を障がいの有無に関係なく平等に伝えることができるといったお話しをしていただき、子どもたちも
興味を持って聞いている様子でした。

サマーボランティア
スクール開催

８/3（木）
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　午後からは、実際に子どもたちみんなで絵本を点訳しました。講師のお二人の指導の下、事前に点字
の書き方練習帳に下書きをしてから、点字器を用いて点字を書きましたが、下書きをしていても間違っ
てしまったり、一般的な点字用紙ではなく点訳用のシール紙に書いたため、点字を書く時に結構力が必
要であったりと苦戦しながら点訳を行っている様子が印象的でした。子どもたちは、初めて点字を書い
たにも関わらず、午後には一覧表を見ながらスラスラと点字を書ける子がいたり、中には点字を覚えて
一覧表を見ずに書いている子もいたりと短時間での子どもたちの成長に驚く場面もありました。そうして
点訳した絵本が出来上がり、子どもたちも達成感を味わえたのではないかと思います。また、誰かのた
めに役立つような経験が子どもたちの今後の人生においても重要なこととなるように思います。ここで
点訳した絵本は、本町の２つの図書館に寄贈しておりますので、ご興味のある方はぜひお手に取ってご
覧になってみてください。
～子どもたちの感想（一部抜粋）～
・目の不自由な方が見られる本をこれからたくさんの種類作ったりしてほしいなと思いました。（中学
校１年生）

・皆で協力して、困ることのない町をつくりあげたらいいと思いました。（中学校１年生）
・視覚障がいの方を見かけたら、このことを生かし、自分に何ができるか考えて行動していきたいです。
（中学校１年生）
・この経験を活かして、たくさんの人の役に立つことをしたいです。（中学校３年生）
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　８月３１日（木）、津和野町保健福祉センターやまびこにお
いて恒例のチャリティー囲碁大会「春夏秋冬塾」の夏塾を開
催しました。当日は、町内外から10名の参加があり、熱戦が
繰り広げられました。なお、大会の結果は下記のとおりとなり
ました。

※チャリティー囲碁大会での募金７,５００円は、赤い羽根
共同募金に寄付されます。

【大会結果】個人の部 優　勝　岩倉　秀典（四段）
準優勝　石村　　司（五段）
第三位　神野富士夫（四段）

第4８回 チャリティー囲碁大会
春夏秋冬塾

　９月２６日（火）、徳山カントリークラブにおいてゴルフを通じて住民のつながりを深めるととも

に、共同募金への理解を深めていただくことを目的として「第８回赤い羽根共同募金チャリティー

ゴルフ大会」を開催しました。

　当日は天候にも恵まれ、参加された４９名のみなさんは、ナイスショットを披露されました。

　なお、大会の結果は下記のとおりとなりました。

　　　　優　勝　　栗栖　志匡（後田）

　　　　準優勝　　内田　悦生（枕瀬）

　　　　第３位　　沖田　　修（河村）
　また、このたびの開催にあたって多数の方々に賞品の提

供にご協力をいただきました。心よりお礼申し上げます。

協賛団体：

ＪＡしまね津和野支店、ＪＡしまね日原支店、徳山カントリークラブ、

ハシモト自動車工業、津和野モータース、ホンダカーズ石見、

読売新聞、タチバナサイクル

（※本大会の募金は、赤い羽根共同募金へ寄付されます。）

第8 回 赤い羽根共同募金
　チャリティーゴルフ大会開催

ナイスショット！ゴルフで社会貢献



経済的に苦しい…  生活に困っている…　そんなときはご相談ください！
　「公共料金や家賃が払えない」、「なかなか仕事が見つからず生活が苦しい」、「収入より支出（借金など）が多くある」
などの不安や心配を抱えていませんか？
　自立相談支援窓口では、経済的な問題で生活に困っている方、長期間失業している方など、生活に不安を抱えている
方からの相談をお受けします。　相談窓口では、困っている状況や原因を確認しながら、相談者と相談支援員が一緒に
なって自立のために取り組んでいきま
す。　誰にでも不安や心配ごとはあり
ます。一人で悩まず、早めにご相談く
ださい！

＜自立相談支援窓口＞：津和野町社会福祉協議会
電話　社協本所：　７４－１６１７　津和野支所：７２－１４９４
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相談事業のご案内

一般相談（どんな相談でも受け付けます）

専門相談（法律や遺言、相続など専門的な相談がある時）

月 日（曜日）
11月 10日（金） 24日（金）
12月 ８日（金） 22日（金）
１月 12日（金） 26日（金）

月日（曜日） 会　　場 担　当
11月17日（金） 福祉センター（社協津和野支所） 谷川弁護士
12月15日（金） やまびこ（社協本所） 山本弁護士
１月19日（金） 福祉センター（社協津和野支所） 田中弁護士

月日（曜日） 会　　　　場
11月８日（水） やまびこ（社協本所）
12月13日（水） 福祉センター（社協津和野支所）
１月10日（水） やまびこ（社協本所）

月 日（曜日）
11月 １７日（金）
12月 １日（金） 15日（金）
１月 19日（金）

【心配ごと相談】
　　会場：津和野町福祉センター（社協津和野支所）
　　時間：10：00～ 12：00（※予約不要）

【明るい生活相談】
　　会場：津和野町保健福祉センターやまびこ（社協本所）
　　時間：10：00～ 12：00（※予約不要）

【法律相談】
　　時間：13：30～ 16：00（１人３０分です。）

（※要予約）

【遺言・相続・後見相談】
　　時間：13：30～ 16：00
　　相談員：山根行政書士（※要予約）

ひとりで悩まず、お気軽にご相談ください！
（※相談無料）

予約先：津和野町社会福祉協議会（本所・℡74-1617　津和野支所・℡72-1494）

つながり・助け合いの輪
　新型コロナはいまだに町内でも感染が聞かれ、外国人の方々も
新型コロナ禍以降困難な状況は続いています。本町に在住の外国
人労働者が勤める企業3社（(有)エイブル、(株)アスコ、中村被服

津和野工場）に、
町民の皆さまか
らいただいた食
糧支援寄贈品の
お米を贈呈いた
しました。今後
も同じ津和野町
民として、つなが
り、助け合ってま
いります。
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赤い羽根共同募金運動１０月１日スタート！
　みなさまのあたたかいご支援、ご協力をよろしくお願いいたします。

　今年度目標額は、3,153,000 円
　ご協力いただいた募金は、つわののまちの様々な地域の活動に使わ
れています。

赤い羽根共同募金について
　赤い羽根共同募金は、子どもたち、高齢者、障がいのある人などを支援するさまざまな福祉活動に役立ってい
ます。津和野町で集まった募金の多くは、津和野町内の福祉活動を支援するために使われています。
　今年度は２０の事業に助成され、子供たちに良いものを見せる活動事業や高齢者への手づくり弁当配布事業、
町内の小・中学校に新入学の児童・生徒を対象に制服購入補助券を贈呈する入学おめでとう事業などに活用され
ます。共同募金は「じぶんの町を良くするしくみ」として、津和野町の多くの活動となって、実を結んでいます。

災害にも共同募金は使われています
　共同募金会では、災害時に被災地でのボランティア活動を支援するために、赤い羽根共同募金の３％を「災害
等準備金」として積み立てています。
　日頃から、地域住民を対象とした防災訓練、災害ボランティア研修等も多く実施されており、こうした訓練活
動や災害対応拠点整備事業への助成も増えています。復興には長い年月がかかることが予想され、息の長い支援
が必要です。どこにでも起こりうる災害時の支援に共同募金は重要な財源となります。
　現在の義援金募集対象府県
沖縄県（台風第６号災害）、石川県（7月大雨災害）、佐賀県（九州北部豪雨災害）、福島県（台風第13号災害）
受付：社協本所・津和野支所窓口

令和５年度「しまねっこ」のバッジご紹介
　島根県観光キャラクター「しまねっこ」を用いた赤い羽根オリジナルの缶バッジが多数リニューアルしました
のでご紹介します。しまねっこの缶バッジは津和野町民センター入口に設置してありますガチャガチャにて購入
できます。みなさまのお越しをお待ちしております。

①津和野町スポーツ少年団少大会 ②入学おめでとう事業 ③手づくり弁当配布事業 ④子どものつどい人形劇公演
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ボランティアコーナー 津和野町ボランティアセンター情報

月いちボランティア清掃活動のお知らせ

収集ボランティア活動

月 日 時 間 活動・集合場所 活 動 内 容
11月11日（土） 午前8時～ 9時 津 和 野 駅 ごみ拾い
12月２日（土） 午前8時～ 9時 なごみの里駐車場 ごみ拾い
３月２日（土） 午前8時～ 9時 社協津和野支所 ごみ拾い

　上記の日程でボランティア清掃活動を行います。子どもからお年寄りまで、どなたでも気軽に参加できます。
　みんなで清掃活動をして津和野のまちをきれいにしましょう。

　収集ボランティアにご協力いただきあ
りがとうございました。
　本会では、古切手・使用済みテレホ
ンカード・書き損じはがき・ペットボト
ルのフタを募集しています。消印を押さ
れた切手や使用済みのテレホンカード、
書き損じたはがきなどは集めるだけで
ボランティア活動になります。
　集めていただいた収集品を社協へ
持ってきていただければ、本会からＮ
ＰＯなどの団体へ送付することにより、
福祉活動の資金や発展途上国の救援活動資金などに役立てられます。また、書き損じはがきは、新しいはがきと交
換し、「はがきボランティア」に使用されています。ご協力をお願いします。

※収集の際のポイント
①ペットボトルのフタは、洗浄をお願いします。
②回収対象は「飲料用のペットボトルキャップ」に限定しています。醤油やソース、お酒など
飲料用以外のキャップは、受け付けできません。

③古切手は、周りを１ｃｍ程度残して切り取ってください。

（６月30日受付分まで） （順不同・敬称略）

久 保 田 明 美 板 垣 弘 子 酒井宣子とそのグループ 結 城 ナ ヲ 枝
矢 部 愛 子 渡 辺 典 雄 三 浦 悦 子 中 村 　 修
高 田 和 江 日 熊 恵 之 輔 大 庭 堅 資 藤 井 邦 子
大 庭 初 代 水 津 博 吉 山 根 キ ミ エ 村 上 義 人
谷 田 帆 風 藤 井 悦 子 福 田 和 文 中 川 和 彦
林 　 菊 枝 森 上 耕 造 藤 田 毎 子 宮 内 文 子
石 川 敏 文 青 木 美 和 子 村 上 茂 子 大 庭 正 則
羽 多 野　 勝 山 本 豊 子 ㈲タチバナサイクル 津和野小学校職員一同
㈲津和野モータース 木 部 公 民 館 三 松 堂 津和野温泉なごみの里
麓 耕 自 治 会 ㈲ 山 田 土 木 津和野高校つわぶき寮 マ ク ラ セ 石 油
お っ ぱ ら 須 川 公 民 館 脇 本 婦 人 会 日原ゲートボール連盟
星 の 里 ㈱ホンダカーズ石見 匿 名 2 8 名

新しく職員が採用されました。
よろしくお願いいたします。

令和５年８月１日付
 介護支援専門員 永　戸　卓　也（津和野居宅介護支援事業所）

令和５年 10 月１日付
 訪 問 介 護 員  伊　藤　靖　枝（津和野訪問介護事業所）

新 職 員 紹 介

伊藤　靖枝永戸　卓也

《収集ボランティアのご報告》
●エコキャップ　　寄付先：ＮＰＯ法人エコキャップ推進協会
収集されたエコキャップは、再生プラスチック原料として換金され、医療支援や障がい者支援、子どもたちへの
環境教育等、さまざまな社会貢献活動にあてられています。
　エコキャップ寄付状況	 【本　所】　　　８月２１日発送分　　４０kg　１７，２００個
	 【津和野支所】　７月２７日発送分　　４０kg　１７，２００個
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皆様のご厚意は社会福祉事業に活用させていただきます。
発行の都合により掲載時期が遅くなりましたが、ご理解を賜りますようお願い申し上げます。

御
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
令
和
5
年
7
月
1
日
か
ら
令
和
5
年
9
月
30
日
受
付
分
ま
で
）（
受
付
順
）

津
和
野
支
所
受
付

本
所
受
付

（
香
典
返
し
）

　

村
田　

千
恵
子　

様
（
直
地
）

	

（
故　

村
田　
　

優　

様
）

　

門
脇　

順
子　

様
（
吹
野
）

（
故　

門
脇　

利
法　

様
）

　

三
浦　
　

濶　

様
（
高
峯
）

（
故　

三
浦　

千
鶴
子　

様
）

　

吉
松　

潤
一
郎　

様
（
森
村
）

（
故　

吉
松　

三
代
子　

様
）

　

三
東　

康
佳　

様
（
田
二
穂
）

（
故　

三
東　

イ
ヨ
ノ　

様
）

　

岩
本　

晃
和　

様
（
中
座
）

（
故　

岩
本　

洋
子　

様
）

　

三
家
本　

雅
夫　

様
（
邑
輝
）

（
故　

三
家
本　

寅
男　

様
）

　

村
上　

和
成　

様
（
森
村
）

（
故　

村
上　

茂
子　

様
）

　

黒
須　

英
子　

様（
神
奈
川
県
伊
勢
原
市
）

（
故　

堀　
　

勝
子　

様
）

　

宮
藤　

辰
義　

様（
広
島
県
広
島
市
）

（
故　

宮
藤　

花
子　

様
）

　

匿
名　

１
名

（
一
般
寄
付
）

　

神
崎　

茂
子　

様
（
耕
田
）

　

匿
名　

２
名

（
物
品
寄
付
）

　

三
松
堂　

様	

食
料
品

　

匿
名　

３
名	

食
料
品

　

匿
名　

２
名	

お　

米

（
香
典
返
し
）

　

吉
野　
　

宏　

様
（
瀧
元
）

（
故　

吉
野　

節
子　

様
）

　

中
田　
　

至　

様
（
左
鐙
）

（
故　

中
田　

ト
ミ
ヱ　

様
）

　

石
川　

鈴
子　

様
（
池
村
）

（
故　

石
川　
　

忠　

様
）

　

喜
嶋　

浩
三　

様
（
日
原
）

（
故　

喜
嶋　

定
義　

様
）

　

江
上　
　

豊　

様
（
青
原
）

（
故　

江
上　

佐
月　

様
）

　

山
根　

キ
ミ
エ　

様
（
左
鐙
）

（
故　

山
根　

寛
美　

様
）

　

大
久
保　

か
お
り　

様
（
後
田
）

（
故　

大
久
保　

恵
美
子　

様
）

　

遠
藤　

千
鶴
子　

様
（
枕
瀬
）

（
故　

森
下　

愛
子　

様
）

（
一
般
寄
付
）

　

昌
和
道
路
㈱　

様
（
枕
瀬
）

　

岡
村　

弘
子　

様
（
河
村
）

　

㈱
ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
石
見　

様
（
益
田
市
）

（
物
品
寄
付
）

　

山
脇　

幸
三　

様
（
枕
瀬
）	

貸
出
用
具

　

宮
内　

文
子　

様	

食
料
品

　

匿
名　

２
名	

お　

米

　

匿
名　

２
名　
　

	

食
料
品

　

匿
名　

１
名　
　

	
	

介
護
用
品

役 職 名 氏　　　　　　　名 住 所 選　　　出　　　区　　　分
理 　 事 大 庭　 清 文 青　 原 住民代表
理 　 事 廣 石　 洋 子 中　 座 ボランティア代表

　社協だより 71 号 3 ページ、新役員体制の選出区分の欄に誤りがありました。正しくは下記のとおりとなりますので、
訂正し、謹んでお詫び申し上げます。

第４０回　福祉チャリティー

津和野町民余芸大会のお知らせ
日　時：令和５年１２月１７日（日）正午開演
場　所：津和野体育館
入場料：無　料

　多数のご来場をお待ちしております。

（※チャリティー募金にご協力をお願いします。
	ご協力いただいた募金は、赤い羽根共同募金へ	
	全額寄付されます。）

前回の大会より「安来節」

お詫びと訂正


